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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社ミマキエンジニアリング 

 

[企業 ID]  6638 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2026 年 3 月期 第 2 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2026 年度 半期 

 

[日程]   2025 年 11 月 19 日 

 

[ページ数]  34 

  

[時間]   11:00 - 11:49 

（合計：49 分、登壇：34 分、質疑応答：15 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]  130 ㎡ 

 

[出席人数]  30 名 

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長 CEO  池田 和明（以下、池田） 

常務取締役 CFO  清水 浩司（以下、清水） 
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登壇 

 

司会：ただ今より、株式会社ミマキエンジニアリング、2026 年 3 月期、第 2 四半期決算説明会を

開催いたします。 

それでは、本日のご出席者を紹介いたします。代表取締役社長 CEO、池田和明でございます。常

務取締役 CFO、清水浩司でございます。 

それでは、早速始めたいと存じます。清水常務、よろしくお願いいたします。 

清水：皆様、いつも大変お世話になっております。改めまして、株式会社ミマキエンジニアリング

の清水でございます。オンラインで参加の皆様も含め、本日はお忙しい中、私どもの決算説明会に

ご参加いただき、誠にありがとうございます。 

司会の方からご案内ありましたとおり、前半のパートは私より、26 年 3 月期、第 2 四半期の実

績、それから 26 年 3 月期、通期の業績予想の順でご説明申し上げます。 

 

それでは早速ですが、26 年 3 月期、2 クォーター上期の実績のご説明から入らせていただきま

す。 
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まず 2 ページ、連結業績ハイライト、2 クォーター、3 カ月のサマリーでございます。この 2 クォ

ーターでございますが、前のクォーター、1 クォーターと比較しますと増収増益ではございます

が、前年同期比では減収減益という着地でございます。業績の詳細につきましては次のスライドで

ご説明申し上げます。 

 

3 ページ、業績ハイライト、2 クォーター、3 カ月の PL サマリーでございます。まず売上高でご

ざいますが、前年同期比 5.5%減の 199 億 6,600 万円でございます。為替の影響は軽微でございま

した。また計画比では下振れという着地でございます。 

市場別に見ますと、SG 市場向けでは、昨年市場投入をいたしましたエコソルベントプリンタ、そ

れから今期の新製品でございます UV-DTF のプリンタ、こちらは堅調に推移しまして、またイン

クも順調に推移し、SG 全体としては増収でございます。 

一方 IP 市場向けでございますが、インクは順調でございましたが、本体、特に小型のフラットベ

ッドモデル、私どもの製品で言いますと UJF という冠が付いているシリーズでございますが、比

較的小型のテーブルの UV インクプリンタでございまして、スマホケースですとかアクリルキーホ

ルダーなんかによく使われておりますけども。こちらの製品、途中でマイナーチェンジは入れてお

るのですけども、最初に投入してからかなり時間が経過して、ちょうど今期、新製品の端境期で、

ここで台数を大きく落としたというところでございます。 
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TA 市場向けでは、こちらもサブリメーションのプリンタ、またインクは順調に伸ばしております

が、T シャツ向けの DTF プリンタ、こちらがこの春にライバルが類似の製品を出してまいりまし

て、そこで台数を大きく落としました。ただ、他のサブリメーションプリンタ、インクでカバーを

しまして、おおむね前年並みでございます。 

営業利益でございますが、前年同期比 22.3%減の 20 億 5,500 万円でございます。売上が落ちたと

いうところで減益ではございますが、引き続き営業利益率 10%台はキープしたというところでご

ざいます。原価率ですけれども、新製品を中心といたしましたプロダクトミックスの改善によりま

して、0.9 ポイントの改善でございます。また販管費は、中長期成長戦略 Mimaki Innovation 30 で

ご説明申し上げた方針に沿って、将来への投資、研究開発費が増加、また人件費も増加をいたしま

したが、それ以外の費用については売上高の伸長に応じて執行するというところで、計画比では抑

制できたというところでございます。 

 

続いて 4 ページ、こちらは上期 6 カ月のサマリーでございます。業績の詳細につきましては、次の

スライドでご説明申し上げます。 
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上期 6 カ月の PL サマリーでございます。まず売上高は、前年同期比 3.8%減の 393 億 7,900 万円

でございました。特に 1 クォーター、前年同期と比べまして、US ドルがかなり円高の方向に動い

ているというところで、為替の影響がマイナス側で 2 ポイントぐらいございますので、為替の影響

を除いた実力値ベースでは 1.8%の減でございます。 

市場別につきましては、おおむね 2 クォーターと同様でございますが、SG 市場向けにつきまして

はエコソルベントプリンタ、また UV-DTF のプリンタ、こちらがけん引したというところでござ

います。IP 市場向けについては、インクは大幅に伸ばしておりますが、先ほどの小型のフラット

ベッドプリンタ、ここが苦戦したというところでございます。TA 市場向けについては、DTF のプ

リンタ、こちらが大きく落としたというところでございます。 

営業利益は、前年同期比 15.1%減の 39 億 9,000 万円。経常利益は 12.9%減の 37 億 6,400 万円。

中間純利益が 15.3%減の 27 億 5,300 万円で、減益での着地でございます。ただし、営業利益率は

10%をキープできたというところでございます。 
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続きまして、上期営業利益 39 億 9,000 万円ということで、7 億 800 万円前年同期比で減益の要因

をご説明いたします。 

おおむね半々でございまして、売上の減少に伴う粗利減が半分、あとは為替、特に US ドルのとこ

ろの円高影響が半分でございます。販管費につきましては、先ほどのご説明のとおり、将来に向け

た成長投資、研究開発費、それから人件費のところが増えたというところでございますが、機種ミ

ックスの改善によりまして、原価率の改善で費用増をカバーしたというところでございます。 
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7 ページ、市場別の売上高、2 クォーター3 カ月の数値でございます。まず SG 市場向けの売上高

でございますが、前年同期比 3.2%増の 83 億 1,400 万円となりました。インクは順調に増加し、先

ほどのとおり、昨年の新製品、エコソルベントプリンタ、それから UV-DTF のプリンタ、こちら

が順調に推移して、全体で増収でございます。 

IP 市場向けの売上高は、11.4%減の 49 億 6,700 万円となりました。新製品の端境期にあった小型

のフラットベッドプリンタ、ここが苦戦しているところでございますが、インクは順調に伸びてお

ります。 

続いて TA 市場向けの売上高は、前年同期比 2.4%減の 24 億 1,000 万円となりました。DTF プリン

タの大幅減が大きなところでございますが、それ以外の昇華転写プリンタ、Tiger600 ですとかイ

ンクは、市場の累積稼働台数増えておりますので、順調に伸ばしているところで、全体としてはお

おむね前年並みでございます。 

FA 事業の売上高は、前年同期比 41.7%減の 9 億 500 万円となりました。FA 装置、それから基板

実装装置が減少しております。 
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8 ページ、上期 6 カ月の市場別売上高でございます。傾向としては 2 クォーターと同様でございま

すので、詳細は割愛させていただきます。 

 

9 ページ、2 クォーター3 カ月のエリア別の売上高でございます。まず日本の売上高は、前年同期

比 18.3%減の 51 億 8,500 万円となりました。エリア別に見ますと、日本の減収幅が一番大きく見

えるのですが、FA の影響が大きく、FA を除いた本業のところ、プリンタ事業のところでは 5.4%
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の減でございます。こちら、IP の小型フラットベッドプリンタ、こちらが大きな要因でございま

す。 

北米の売上高は、前年同期比 8.1%増の 45 億 8,900 万円となりました。北米は SG、IP、TA とも順

調に 2 クォーターは伸ばすことができたというところでございます。TA については特に高速の昇

華転写モデル、SG については DTF モデルと、順調に伸ばして、インクも大幅増でございます。 

欧州の売上高は、前年同期比 5.6%減の 42 億 6,600 万円となりました。やはり欧州、TA が DTF プ

リンタの減少によって減少。また、IP も減少でございますが、SG は順調に伸びておりますが、

TA、IP の落ち込み分をカバーできなかったというところでございます。 

アジア・オセアニアの売上高は、前年同期比 1.1%増の 37 億 9,300 万円となりました。アジア・オ

セアニアも欧州と同様、IP、TA のところでは落としておりますが、SG でそこをカバーしたという

ところでございます。 

 

10 ページ、エリア別の売上高、6 カ月の状況でございます。こちらも前のスライドと同様の傾向

でございますので、詳細は割愛させていただきます。 
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11 ページ、中間・期末の要約貸借対照表、バランスシートでございます。前期末に比べまして、

総資産は 5 億 4,000 万円ほどの増加でございます。内訳を見てみますと、棚卸資産のところが増加

をしております。 

こちらは主に新製品の売り玉を確保するというところで、在庫を増やしたところでございます。も

ちろん売上が計画から落ちているという影響も若干ございますけれども、おおむねコントロール下

にあるという認識でございます。また、利益率 10%をキープしまして、順調に純資産のところ、

利益剰余金を積み増しておりまして、自己資本比率は 45.3%と、前期末から 3.0 ポイントの改善で

ございます。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

11 
 

 

12 ページ、キャッシュフローでございます。中間・期末の現金および現金同等物の残高は、前期

末から 17 億 1,400 万円の減少でございます。 

営業キャッシュフローにつきましては 17 億 2,000 万円のキャッシュインで、利益順調に出ており

まして、EBITDA で約 46 億円獲得しまして、税金利払い、それから増加の運転資金に使用したこ

とによるものでございます。 

投資キャッシュフローは 20 億 3,200 万円のキャッシュアウトでございます。主に固定資産の取得

に使用したことによるものでございます。 

財務キャッシュフローは 15 億 6,900 万円のキャッシュアウトでございます。配当金の支払い、そ

れから借入金の返済に充当したことによるものでございます。 

以上が、26 年 3 月期、2 クォーター、それから上期の実績についてのご説明でございました。 
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続きまして、26 年 3 月期、通期の業績予想につきましてご説明申し上げます。なお、今回 11 月の

11 日にこちら業績予想の見直しをさせていただいております。 

まず売上高でございますが、前年同期比 1.7%減の 825 億円、営業利益が 6.7%減の 85 億円、経常

利益が 7.6%減の 78 億円、当期純利益が 10.7%減の 55 億円の予想でございます。 

売上高に関しましては、足元の状況、前半のパートでご説明しましたとおり、DTF プリンタ、競

争激化してちょっと落ちているというところ。また、IP の小型フラットベッドプリンタが苦戦し

ているという現状に加えまして、下期にリリースを予定しておりました新製品の一部が来期に期ず

れする見通しでございます。一方で、私どもの産業用インクジェットプリンタの需要ですとか、デ

ジタル化への流れ、こういった市場の環境は引き続き大きな変化はなく、むしろポジティブ、追い

風ではないかという認識でございます。こういった状況を踏まえまして、売上高は期初の予想から

61 億円下回りとなる見通しでございます。 

営業利益に関しましては、基本的には売上が減少したことによりまして、期初から 7 億円の下回り

の予想でございます。下期につきましても引き続き、Mimaki Innovation 30 の方針に沿いまし

て、将来の成長投資、こちらはしっかりと行っていく方針でございます。 
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続いて 15 ページ、見直し後の営業利益 85 億円、前期比で 6 億 1,100 万円の減益となっておりま

すが、こちらの増減要因でございます。 

為替の影響を除きますと、若干の増収を予定しておりますので、増収効果によりプラスの 5 億円。

一方で、前のページでご説明し忘れましたが、下期の為替レート、ドルが 144 円、ユーロが 152

円でございます。こちらの円高に設定しているところもありまして、為替のマイナス影響 14 億円

を見ております。一方で、成長投資を中心に販管費の増加を見込んでおりますが、上期と同様、プ

ロダクトミックスの改善によりまして、原価率の改善で費用増を賄うという予想でございます。 
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続きまして 16 ページ、市場別の売上高の予想でございます。為替の影響を除きますと、SG、それ

から TA のところで増収を見込んでおります。一方、期初の予測比では、足元の上期の状況等を考

慮いたしまして、SG、IP、TA それぞれ下方の修正を入れているというところでございます。 
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17 ページ、エリア別の売上高でございます。同様に為替の影響を除きますと、北米、それからア

ジア・オセアニアのところで増収を見込んでおります。一方、期初からの予測比では、北米を除い

て下方修正というところでございます。 

 

18 ページ、設備投資、それから開発投資の予想でございます。まず左側、設備投資でございます

が、主に新製品の開発の計画、スケジュール変更によりまして、設備投資計画を見直した結果、期

初の予想からは 6 億円強の減少、通期 26 億 7,000 万円の予想でございます。おおむね前期並みと

いうところでございます。 

一方右側、開発投資でございますが、期初の予想からは若干数字減っておりますが、基本的には変

わらず、68 億 7,000 万円というところで、Mimaki Innovation 30 の方針に沿いまして、既存領域

の新製品開発、それからイノベーション投資を着実に実施していく予定でございます。 
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最後、19 ページ、株主様還元でございます。基本方針、それから配当の予想につきましては、期

初から変更はございません。中間が 25 円、期末予想が 25 円、年間が 50 円の予想でございます。 

以上が、上期の実績ならびに通期の業績予想についてのご説明でございました。ご清聴、誠にあり

がとうございました。 
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池田：ミマキエンジニアリングの代表取締役社長 池田和明でございます。私より事業の今までの

取り組みの状況、それからこの先の状況について、ご説明申し上げます。 

まず 1 つ目が SG 市場でございます。これまで看板市場、ほぼ市場はデジタル化、飽和しているの

ではないかと言われてはおりましたけれども、今までのところ順調に伸びてきておりまして、この

先もこの環境はあまり変わらなくて、まだまだ伸ばしていけるのではないかなという状況でござい

ます。 

ちょうどここに展示会、今期も FESPA という展示会、これドイツのベルリンでございました。そ

して先月ですけれども、10 月に Printing United という展示会、これが US のオーランドでござい

ましたけれども、かなり好評でございまして、全体的に私たちのサイングラフィックスの取り組

み、ここについてはまだまだしっかり注目をいただけているのかなと思っております。 

 

全体的な私どもの戦略、ここはもうこの 5～6 年変わらずにずっとやってきてございます。ライン

ナップを広げていくというところでございまして、ちょうどこの右側にございますこの円グラフ、

私たちは今までこの赤い丸のあたり、こういったところの製品をたくさん投入してきていたのです

けれども、まだまだ取りしろがたくさんあるというのが、よりエントリーのところ。これ、どちら

かというと DIY に近いようなところ、アメリカなんかは特に DIY に近いようなプリンタ、これが

よく売れるというところと、より高速なところ、ハイエンドのプリンタです。 
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私たちの製品、このあたりが、1 時間当たり大体 20 平米から 100 平米の間のスピードでプリント

できるプリンタがほとんどですけれども、この先、ハイエンドのところってまだそんなにプレーヤ

ーがいなくて、大手でいくと 2 社ほどございますが。大体 1 時間当たり 200 平米から 400 平米ぐ

らいのプリントする部分、こういったところは十分取りしろが残っているだろうということで、製

品ラインナップ、ここを拡張して、しっかり伸ばしていくという戦略は変わらずやっていくと、ま

だまだ伸びていくのかなと思っております。 

 

続いて、IP 市場向けでございます。IP 市場向け、今期残念ながら少し落としているのですけれど

も、ここも全体的な取り組み、ここはあまり間違ってなくて、この先も伸びていけるのではないか

なと思っております。 

製品ロードマップの関係上、T シャツプリンタ（TxF150-75 / TxF300-75）、ここにチャンスがあ

ったので、先行して T シャツプリンタを、去年、おととしですかね、リリースしまして。ここの市

場向け製品のリリースを少し後回しにしたら、ちょうど今期、端境期が来てしまって、少し販売が

落ちたところでございますけれども、しっかり後継機種を出して、ここを伸ばしていくというとこ

ろかなと思っております。 
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これもラインナップ戦略でしっかり面を埋めていくと、点で面にしていくというところでございま

す。 

一番安いものが UJF-3042、これが A3 サイズのプリンタでございます。その上、A2 サイズが

UJF-6042 でございまして、この辺が主に日本ではアクリルキーホルダーとか、スマートフォンケ

ースなんかでプリントを使っていただいておりますけれども。海外では、おもちゃのバービー人形

やミニカーなどのプリントで使っていただいています。ミニカーのプリントをしていただいてるお

客様は、プリンタを 700 台ぐらい並べてプリントしていただいています。 

その他、UJF-7151、これはもっと高精細、精度が非常に高くプリントができるプリンタでござい

まして、この辺は時計の文字盤のプリント等でお使いいただいたりしております。その他、この

JFX600 が、1 時間当たり 200 平米ぐらいプリントができるものですが、精度の高さや速さやリー

ズナブルなものなど、ある程度のラインナップでこの市場をしっかり埋めていくという戦略を続け

ていくと、まだまだ伸びるかなと思ってございます。 
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次が TA、テキスタイル・アパレルでございます。これ、昨年までの数字でございますけれども、

ちょうど売上 100 億円ぐらいまでのところまで急激に T シャツプリンタが売れて伸びました。こ

の春、先ほどもお話ししましたとおり、競合さんから T シャツプリンタの同じような製品が出て、

少し販売が止まっております。どうも競合さんの製品がたくさん売れているということではなさそ

うですが、市場でちょうど待ちの状態になってしまったことで、私たちの上期にインパクトが結構

あったのかなと思ってございます。 

ここはまだまだデジタル化していく伸びしろは非常に高くて、その他、デジタルプリンティング以

外にも、ネオクロマトプロセス、これは一度プリントしたポリエステルをもう一度脱色して色を抜

いて、再度プリントできるという新しい、アップサイクルで利用いただける製品等の開発に取り組

んでございます。 
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こちらもラインナップでございます。TxF は T シャツプリンタでございます。TS はサブリメーシ

ョン、昇華転写のポリエステルのプリントです。ポリエステル用のプリンタはだいぶデジタル化が

進んできていて、デジタル化率 10%を超えてきてるいのではないかなと思っております。その他

の素材、コットンであったり、ナイロンであったりは非常に染色が難しく、簡単にできる染色の

TRAPIS というシステムは、これも転写方式ですが水を一切使わずに、紙にプリントしたものを圧

力と熱でインクだけ移していくというテクノロジーで、簡単に染色できるものです。ここも同じよ

うに高速側に向かっていくと。 

捺染工場さんなんかに入れられるような製品を作っていくことで、テキスタイルのラインナップに

も取り組んでいく、全体的な流れはそんなに間違ってないのかなと思っておりますので、しっかり

開発していまいります。 
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その他、私たちはインクの開発にも力を入れてございます。産業用のインクジェットプリンタに

は、紙とは違いまして、それぞれの対象物によっていろいろなインクが必要でございます。 

一つはソルベントインク。これがサイングラフィックス用途で主に使われるのですが、ソルベント

の溶剤成分が、サインですとほとんどのメディアシートが大体 PVC（ポリ塩化ビニール）ででき

ています。塩ビでできているのですけども、溶剤成分がこの塩ビを侵してくれて、前処理がなくて

もしっかり食い付いてくれてそのまま使えるというインクであったりとか。 

その他、おもちゃや時計で使われるインクは、紫外線で固まる UV 硬化インクです。最近歯医者で

仮歯を入れるときに、粘土のようなものを入れて光を当てて固めたりしますけれども、同じような

原理でございます。光を当てるまではインクでいて、光を当てるとプラスチック、ポリマーがモノ

マーに変わるというものでございます。さまざまな素材に、乾燥時間がほとんど必要なく印刷がで

きるということで、サイングラフィックス、それから IP、それから 3D プリンティング、このよう

な用途で使われてございます。これも用途がいろいろございまして、アクリルキーホルダーなんか

は引っ掻いても取れないように、鉛筆硬度の硬さが必要だったり、一方でサイン用には曲げても大

丈夫なように、ある程度インクが伸縮する必要があったりします。1 種類の UV インクがあれば全

部できるものではなくて、用途によってインクを開発し、それぞれの市場にミートさせていく。こ

こが産業用のプリントの難しいところであり、まだまだ取りしろがたくさんあるところなのかなと

思っております。 
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水性の昇華転写は、ポリエステルにプリントできるものですけれども、これも紙にこの昇華転写イ

ンクでプリントしておきまして、この紙とポリエステルを一緒に熱プレス機に入れていきますと、

紙にプリントした昇華インクがガス化して、ポリエステルの多孔質に入って染色されるというテク

ノロジーでございます。水を一切使わずに、紙にプリントしたものをただ転写していけるので、ユ

ニフォームや最近はファストファッションでポリエステルの商品が非常に多くなりましたけども、

そのような用途でお使いいただいています。このようなインクを私たちは開発しておりまして、ま

だまだいろいろ新しいインクが世の中にたくさんありますので、そんなニーズに合わせたインクを

開発していきたいと思っています。 

 

これが私たちの本体の売上とインクの売上推移です。インクの開発に力を入れてきまして、インク

の売上だけで 300 億を超えるところまで来ました。これは私たちにとっては非常に大事でござい

まして、サプライですので、大体ここまでいくと、本体を入れ替えられない限りは来年も同じだけ

インク売上があるところでございまして、新しいインクの開発にも力を入れていくところでござい

ます。 

これは確かな情報ではないですが、紙のプリンタを除いてデジタルインクとしてこれだけインクの

売上があるところは、私たち装置メーカーですが、たぶん 5 本の指ぐらいには入るようになってき

たのかなというところです。プリンタの本体を作っていた会社がインクジェット屋に変わっていっ

て、このようなインクの売上比重を伸ばしていくというのが私たちの非常に大事なところでもあり

ます。今後、利益率を上げていくためにも、力を入れていきたいと思っています。 
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その他、この上期のトピックスでございます。サイングラフィックス用途シートの世界でナンバー

ワンサプライヤーが 3M さんでございます。MCS Warranty という、ミマキのインクと 3M さんの

シートを使ったら 5 年間保証されますよという保証プログラムを全世界でやってございます。 

それから JPX の日経中小型株の指数。ここの構成銘柄に新規に選定されましたというところが、

上期のトピックスでございます。 

以上が事業の推移と進捗状況でございます。本日はありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：ありがとうございました。それでは、これより質疑応答の時間といたします。では、ま

ず開始前に頂きましたご質問があります。 

質問者 [Q]：上半期の実績を踏まえ、今期の下半期や来期の事業環境についてどのような展望を描

かれていらっしゃるでしょうか。 

池田 [A]：先ほどご説明申し上げましたとおり、上半期は少し残念な結果でございましたけれど

も、下半期は同じくミマキエンジニアリングにとっては厳しい状況ではあるかなと思ってます。多

少厳しい状況ではあるかなと思っていますが、事業環境としましては大きく変わらないと思ってま

す。ですので、しっかり後継機種、これを投入していく。 

今のところ秋に予定していた製品のリリースが遅れまして、来春の予定をしてございますけれど

も、来春までのところは、しっかり私たちが持ってる製品をエンドユーザー様に、今までご提案で

きてなかったエンドユーザー様に提案してまいります。この当たり前のことをしっかり徹底する期

間にします。来春に関しては新製品でもう一度売上伸長していく会社戦略にしてまいりたいと思っ

てございます。 

質問者 [Q]：ご丁寧なご説明、ありがとうございます。御社の決算説明会に会場で参加するのはコ

ロナ前以来だなと思って聞いていまして、いつもオンラインで拝聴しておりました。 

去年や半年前と比べて、特に海外も含めて、景況感的な変化を今どうご実感されてるのでしょう

か。この来年以降のご想定は、期初と比べてどういうシナリオの変化が起きてるかがあれば教えて

いただけないでしょうか。よろしくお願いいたします。 

池田 [A]：ご質問ありがとうございます。景況感、特に私たちの業界という点の景況感でいきます

と、今年はトランプ関税の影響がどの程度あったのか分かりませんけれども、少し私たち以外の競

合さんの販売台数を見ていても、ちょっとスローな状態なのかなと感じてございます。少し投資が

控えられているところがあるのかなとは、投資というか、広告に対しての投資が少し控えられてい

るのかなとは思ってございます。 

それでも全体的に看板の需要が落ちているかというと、日本でも、電通さんが発表してる看板、屋

外広告看板、ここも減ってございませんし、海外でも空き看板が大きく目立つところがないと思っ
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ておりますので、この先そんなに大きく市場が下がっていってしまうと、シュリンクしていってし

まうという状況にはないのかなと考えてございます。 

質問者 [Q]：ちょっと鈍化しているように足元見えてしまいますが、どのタイミングでまた回復の

軌道に入るという、時期的な部分はどの様な感じで見ていらっしゃいますか。 

池田 [A]：全世界で見ると、11 月、12 月、ここが一つ、一番物が動くシーズンでございますの

で、このシーズンをしっかり注視して、物が動き始めると 1 月から私たちの製品を買っていただい

てというところになるのかなと思っております。 

質問者 [Q]：原価率改善として、ミックスの改善とありますが、具体的に何が増えて何が減ったこ

とがミックス改善につながったのでしょうか。 

池田 [A]：ご質問ありがとうございます。私たちの新製品、今の JV200、CJV200 とここ 2 年、3

年の間に発表している製品はだいぶ原価率やコストもミートできておりまして、古い製品が新製品

に変わっていくことによって、利益率や原価率もだいぶ良くなっていくと思ってございます。 

インクについても同じでございまして、古いインクが新しいインクに変わっていくと原価率が良く

なっていくので、だいぶ新しい製品に入れ替わってきているというところが、原価率が良くなって

きてる一つの要因だと分析しております。 

質問者 [Q]：DTF の不調に関して、今後どのような打ち手を考えていらっしゃるでしょうか。 

池田 [A]：これ、非常に難しくて、他のサイングラフィックスのプリンタで、競合さんが少し製品

出したからといってこんなに売上がぽんと落ちるようなことはなかったのですが、T シャツプリン

タだけは、競合さんが製品出したらいきなり販売が止まってしまいここ半年ぐらい驚いているとい

う状況でございます。 

ただし、まだまだ T シャツのマーケットも非常に大きいですし、特に T シャツはインクの使用比

率も非常に高いので、ここをしっかり取り組まないといけないと思っています。 

新製品については、現在は DTF という T シャツプリンタでフィルムでプリントした後に、シェイ

カー機で粉をかけて、この粉がのり代わりとなり、粉をベーキングマシーンで焼くとインクとパウ

ダーがくっつくテクノロジーですが、この粉のプロセスもまだまだアナログで、改良の余地が非常

にあります。それから、やはり T シャツも更に無人化でプリントできるところに取り組まなければ

いけないと思っています。ここもラインナップといいますか、次の手をしっかり打って、市場投入

していくことが大事かなと思っております。 
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質問者 [Q]：インクの売上が大きく増加した 2022 年以降、インク売上の原価率はどの程度下がっ

たでしょうか。 

池田 [A]：インク個別の原価率の変化は分かっていますが、インクそのものの原価率、全部でどの

程度下がったかというところは、競合さんもございますのですみません。 

質問者 [Q]：この秋投入予定の新機種が次の春の投入になった主因は何でしょうか。 

池田 [A]：今まで私たちは順調に来ていて、この先のマーケットシェアを 2％、3％プラスできる

ような製品ではなく、もっとたくさんシェアが取れるような技術開発で新しい製品に取り組もう

と、新しい技術に取り組んでまいりましたが、そこの技術のハードルが高くて。実際のところは、

半年リリースは延ばしましたけれども、開発自体は 3 カ月ぐらい伸びたというところでございま

す。私たちの業界は、春と秋に展示会がありますので、秋の展示会逃してしまうと、発表のタイミ

ングが半年ずれてしまうというところですけれども、技術的なハードルが高いものにチャレンジし

ていたというところが、日程がたまたまミートできなかったという状況でございます。 

質問者 [Q]：北米の通期予想について、ドルベースで増収見込みとなっています。トランプ関税の

対応として、関税分の転嫁を実施されているものと思いますが、販売への影響や競合状況はいかが

でしょうか。 

池田 [A]：北米に関しては、上期は結構競合さんも含めていろいろと難しい状況がございまして。

ある競合さんは関税が上がる前に大量に北米にマシンを輸入してと。タイの工場から、輸出する取

り組みをされた会社さんもいらっしゃいました。私たちは平準化していましたので、全般的に多く

の在庫がなくそのような対応をしませんでした。前倒しで輸出したところはそんなに値上げをしま

せんでした。私たちはある程度のところで値上げしないといけないねということで、値上げして取

り組んでまいりました。 

この下期に関しては他のメーカーさんも含めてほとんど変わらない状態になると思っておりますの

で、価格に対してセンシティブにやるということもなく、みんな同じ条件で戦えるというような状

況なのかなと思っています。 

質問者 [Q]：原価低減とミックス改善は別のものだと思います。新製品で原価低減については理解

しましたが、ミックス改善についてはいかがでしょうか。 

清水 [A]：ご質問ありがとうございます。先ほど池田のほうからご説明申し上げましたとおり、新

製品のところで、原価率が低いものが新製品で切り替わります。従来販売していた旧製品の原価率
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が高いものが抜けて、全体の構成として原価率の低い製品の割合が増え、機種ミックスが改善した

という意味でご説明申し上げました。 

司会 [M]：ありがとうございました。それでは、今一度会場の方からご質問をお受けできればと思

いますが、ご質問のある方、いらっしゃいますでしょうか。よろしいでしょうか。ではいったん質

問を確認いたしますので、少々お待ちください。 

それでは、ご質問も一巡したようですので、これをもちまして質疑応答の時間を終了といたしま

す。最後に、社長の池田よりごあいさつがございます。よろしくお願いいたします。 

池田 [M]：本日は、お忙しい中ご参集いただきまして、ありがとうございます。 

まだまだ、私たち、IR の場でも印刷機メーカはこれから斜陽産業だろうとどこへ行っても言われ

ておりますので、なんとか産業用プリンタはまだまだ面白いんだというところを広げてまいりたい

と思って頑張ってまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。本日はありがとうござい

ました。 

司会 [M]：ありがとうございました。それではこれをもちまして、本日の説明会を終了といたしま

す。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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